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種子島から得られた北限記録のコチ科魚類 Platycephalus indicus，
および本種の和名に関する経緯と標準化

古𣘺龍星 1・今村　央 2・本村浩之 3

A single specimen (308.3 mm standard length) of Platycepha-
lus indicus (Linnaeus, 1758), widely distributed in the Indo-West 
Pacific from the east coast of Africa to southern Japan, was col-
lected from Tanega-shima island in the Osumi Islands (northern 
Ryukyu Archipelago), Japan. In Japanese water, P. indicus has 
previously been recorded only from the Amami, Okinawa and 
Yaeyama islands (middle and southern Ryukyu Archipelago). 
Thus, this specimen, described herein in detail, represents the 
first record from the Osumi Islands and the northernmost record 
for the species. The standard Japanese name for the species is 
assessed in this study.
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 Abstract

コ チ 科 コ チ 属（Platycephalidae: Platycephalus Bloch, 

1785）は頭と体がよく縦扁し，背面が櫛鱗，腹面が円鱗に

被われる，眼窩後方と主鰓蓋骨が鱗で被われる，通常吻が

眼窩径より長い，成長に伴い相対的に眼が小さくなり，両

眼間隔が広くなる，通常 1–2本の涙骨棘，1本の眼前棘，

および 2本の前鰓蓋骨棘と主鰓蓋骨棘をもつ，鋤骨の歯帯

が浅い V字状か三日月状を呈する，前方の側線有孔鱗に

小棘をもつことがある，第 1背鰭起部がわずかに鰓蓋縁よ

り後方に位置する，第 1背鰭と第 2背鰭がわずかに離れる，

胸鰭後縁が円い，および腹鰭が 1棘 5軟条で，軟条がすべ

て分枝し，第 4軟条が最長であることなどによって特徴づ

けられる（Imamura, 2015）．

本属魚類は世界で約 20種が知られ（中坊・甲斐，

2013；Imamura, 2015），日本にはヨシノゴチ Platycephalus 

sp. 1，マゴチ Platycephalus sp. 2，および Platycephalus 

indicus (Linnaeus, 1758) の 3 種 が 分 布 す る（Akita and 

Tachihara, 2019；本村，2020）．国内ではヨシノゴチとマ

ゴチは本州から九州の沿岸の砂底・砂泥底に生息し（後

者の南限は種子島；中坊・甲斐，2013；鏑木，2016），P. 

indicusは奄美大島以南の琉球列島の沿岸の砂泥底に生息

する（Akita and Tachihara, 2019）．

2020年 9月に大隅諸島の種子島における魚類調査の過

程で 1個体の P. indicusが採集された．種子島からの本種

の記録はこれまで知られておらず，種子島産の標本は本種

の分布の北限を更新する記録となる．また，本種は標準

和名が定まっていないため，適用すべき標準和名について

考察した．

材料と方法
標本の計数・計測方法は Imamura (2008, 2012, 2015)に

したがった．頭部の棘の名称は尼岡（1984）を参考に

Knapp (1986)と Knapp et al. (2000)の用語を和訳した．尼

岡（1984）に提示されていない棘の名称は本村ほか（2019）

にしたがった．標準体長（standard length）は体長または

SLと表記した．体各部の計測はノギスを用いて 0.1 mm単

位まで行い，計測値は体長に対する百分率で示した．生鮮

時の色彩の記載は，種子島産 P. indicus（記載標本の項を

参照）のカラー写真に基づく．標本の作製，登録，撮影，

および固定方法は本村（2009）に準拠した．本報告に用い

た標本は鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に保管さ

れており，上記の生鮮時の写真は同館のデータベースに登

録されている．

Platycephalus indicus (Linnaeus, 1758)

ミナミマゴチ（新称）
（Fig. 1; Table 1）

標本　KAUM–I. 146172，体長 380.3 mm，鹿児島県熊毛
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郡西之表市鴨女町甲女川河口（30°43′32″N, 130°59′47″E），

種子島，干潮時水深 0.3 m，2020年 9月 20日，タモ網，

是枝伶旺・古𣘺龍星．

記載　計数形質と体各部の体長と頭長に対する割合を
Table 1に示した．頭と体はよく縦扁する．吻長は眼窩径

より長い．鼻孔は 2対で吻端と眼の中間に位置し，前鼻孔

と後鼻孔はやや離れる．前鼻孔の後部に短い皮弁をもつ．

両眼間隔は広く，眼窩径より大きい．上顎の後端は眼の中

央を越える．上顎に顆粒状歯が並び，口蓋骨歯は 2列で，

鈍い円錐歯列が内側に，微小な歯列が外側に並ぶ．下顎の

前方部は顆粒状歯が並び，その後方に鈍い円錐歯が並ぶ．

鋤骨に三日月状の歯帯をもつ．両顎に犬歯をもたない．上

部の虹彩皮膜は広い三角形．眼上皮弁はない．頭部には棘

と隆起を備える．鼻棘と篩骨棘はない．涙骨棘と眼前棘は

それぞれ 2本と 1本でわずかに突出する．眼窩前棘はない．

眼下骨隆起と眼上隆起に棘はない．上後側頭棘はない．眼

後棘，翼耳棘，後側頭棘，上擬鎖骨棘，および頭頂棘はそ

れぞれ 1本．前頭棘と頸棘はない．前鰓蓋棘は 2本で下棘

がやや長いが，先端は鰓蓋骨後縁に達しない．主鰓蓋骨棘

は 2本で下棘は小さく，皮下に埋没する．下鰓蓋骨皮弁を

もつ．頭部と体の背面と側面は櫛鱗に，腹面は円鱗に覆わ

れる．頭部は吻部から後頭部，眼前下方，および主鰓蓋骨

にかけて被鱗する．第 1–2側線有孔鱗に小棘をもつ．第 1

背鰭起部は鰓蓋後縁より後方に位置し，第 1背鰭と第 2背

鰭はわずかに離れる．第 1背鰭第 1棘は他の棘条部と離れ

ており，非常に短い．第 2背鰭起部は臀鰭起部とほぼ同位

で第 2背鰭基底後端は臀鰭後端より前方に位置する．胸鰭

基底上端は基底下端より後方に位置する．胸鰭後縁は円い．

腹鰭起部は第 1背鰭第 1棘とほぼ同位で，たたんだ腹鰭の

後端は臀鰭起部にわずかに達しない．腹鰭軟条はすべて分

枝し，第 4軟条がもっとも長い．尾鰭は円みを帯びた截形．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）—頭部と体部の背面と側

面は褐色を呈し，頭部は体部に比べやや薄い．頭部には暗

褐色斑が不規則に散在する．頭部と体部の腹面は白色．第

1背鰭と第 2背鰭は鰭条が薄い黄褐色で不明瞭な褐色点列

があり，鰭膜は白色半透明．胸鰭と腹鰭は黄褐色を呈し，

褐色斑が散在する．臀鰭は鰭条が白色で，鰭膜が白色半透

明．尾鰭は上縁に褐色斑が散在し，その後下方に白く縁

取られた前後方向に長い 1個の黒色斑がある．尾鰭中央部

には 1個の大きな黄色斑をもち，その下方に前後方向に長

い 1個の黒色斑があり，尾鰭下縁は白色を呈する．虹彩皮

膜は黄褐色で褐色斑が散在する．虹彩は褐色で，瞳孔は青

みがかった黒色．

固定後の色彩—頭部と体部の背面と側面は黒褐色を呈

Fig. 1. Fresh specimen of Platycephalus indicus (KAUM–I. 146172: 308.3 mm SL) from Tanega-shima island, the Osumi Islands, 
Kagoshima Prefecture, Japan (A: dorsal view; B: lateral view; C: ventral view).
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し，腹面は黄色みがかった白色．下顎から頬部，下鰓蓋骨

皮弁にかけて暗褐色小斑が並ぶ．第 1背鰭と第 2背鰭は鰭

条が暗色で，鰭膜は透明．胸鰭と腹鰭は褐色で，暗褐色斑

が散在する．臀鰭は鰭条が白色で，鰭膜が白色半透明．尾

鰭は上縁に不明瞭な褐色斑が散在し，その後下方に白く縁

取られた前後方向に長い 1個の黒色斑がある．生時にみら

れた尾鰭中央部の黄色斑は消失し，褐色がかった白色を呈

する．その下方に前後方向に長い 1個の黒色斑があり，尾

鰭下縁は白色を呈する．

同定　種子島産の標本は第 2背鰭と臀鰭の鰭条数が

13であること，胸鰭軟条数が 19であること，総鰓把数

が 8であること，頭長に対する眼後長が 61.5%であるこ

と，吻部，眼の前下方，両眼間，および後頭部が被鱗す

ること，上顎に犬歯がないこと，第 1背鰭前部に 1本の

離れた小棘条があること，生鮮時尾鰭の中央部に 1個の

黄色斑があることなどの特徴が Imamura (2015)や Chen et 

al. (2017, 2020)によって示された Platycephalus indicusの

特徴によく一致したため，本種に同定された．また，本

標本の計測値は Imamura (2015)と Chen et al. (2017)の示し

た P. indicusの計測値にも概ね一致したが，腹鰭長［本研

究：20.8%; Imamura (2015): 21.2–25.6%］，尾鰭長［本研究：

14.3%; Imamura (2015): 14.7–19.9%］，および頭長に対する

眼窩径［本研究：12.1%; Imamura (2015), Chen et al. (2017): 

12.6–23.6%］においては差異がみられた．これらの計測値

Table 1. Counts and measurements of Platycephalus indicus. Means in parentheses.
Tanega-shima island southern Ryukyu Islands Southeast Asia

n = 1 n = 12 n = 3
Standard length (SL; mm) 380.3 31.5–569.8 122.3–312.3
Counts
 1st dorsal-fin spines I + VII + 0 I + VII–VIII + 0–I I + VI–VII + 0–I
 2nd dorsal-fin rays 13 13 13
 Anal-fin rays 13 12–13 13
 Pectoral-fin rays 2 + 13 + 4 = 19 1–2 + 12–15 + 3–5 = 19–20 1–2 + 12–15 + 3–5 = 19
 Pelvic-fin rays I, 5 I, 5 I, 5
 Branched caudal-fin rays 12 11–12 11–12
 Pored lateral line scales (with spines) 75 (2) 67–80 (1–2) 68–72 (1–2)
 Oblique body scale rows slanting downward 
and backward above lateral line 107 90–101 85–105
 Gill rakers 2 + 6 = 8 1–3 + 6–9 = 7–11 2 + 6 = 8
Measurements (% SL)
 Head length (HL) 29.7 29.9–39.0 (31.4) 30.2–33.0 (31.4)
 Body depth 10.1 7.3–10.9 (9.6) 9.3–11.6 (10.3)
 Body width 18.6 18.0–21.9 (19.1) 18.6–19.1 (18.9)
 Pre-dorsal-fin length 33.6 30.6–38.7 (33.0) 31.9–35.3 (33.4)
 1st dorsal-fin base length 17.8 15.2–20.6 (17.9) 17.1–19.0 (18.0)
 2nd dorsal-fin base length 35.6 33.3–35.8 (34.4) 32.6–36.1 (34.3)
 1st dorsal-fin spine length 1.8 1.0–5.1 (2.4) 1.6–1.8 (1.7)
 2nd dorsal-fin spine length 13.3 10.8–15.9 (14.4) 14.8–15.9 (15.2)
 1st dorsal-fin soft ray length 11.2 9.8–13.1 (12.0) 10.9–13.0 (12.0)
 Anal-fin base length 38.9 35.9–40.0 (38.0) 36.8–38.6 (37.8)
 1st anal-fin soft ray length 5.7 5.4–6.4 (6.2) 5.6–5.9 (5.8)
 Pectoral-fin length 13.5 13.2–15.6 (14.3) 13.0–14.1 (13.4)
 Pelvic-fin length 20.8 21.6–24.1 (22.5) 20.0–22.3 (21.5)
 Caudal-peduncle length 9.1 7.0–10.1 (9.1) 8.2–9.2 (8.8)
 Caudal-peduncle depth 3.9 3.7–4.3 (4.0) 4.1–4.2 (4.1)
 Caudal-fin length 14.3 14.0–17.2 (15.2) 14.7–16.8 (15.6)
 Snout length 8.2 8.3–10.2 (8.9) 8.5–9.2 (8.8)
 Upper-jaw length 11.3 11.9–13.3 (12.4) 11.7–12.5 (12.2)
 Lower-jaw length 14.9 15.5–20.6 (16.5) 15.5–17.7 (16.4)
 Interorbital width 4.9 2.9–5.7 (4.8) 3.7–4.9 (4.3)
 Orbit diameter 3.6 3.4–7.9 (4.4) 4.0–5.6 (4.7)
 Postorbital length 18.3 17.1–19.0 (18.1) 17.6–18.8 (18.3)
 Suborbital width 3.0 2.2–3.3 (3.0) 2.8–3.1 (2.9)
Measurements (% HL)
 Snout length 27.4 26.0–29.8 (28.3) 27.6–28.2 (28.0)
 Upper-jaw length 37.9 34.1–41.1 (39.6) 38.0–40.3 (39.0)
 Lower-jaw length 50.2 49.6–55.6 (52.5) 51.4–53.6 (52.1)
 Interorbital width 16.6 7.3–18.5 (15.5) 11.2–15.8 (13.6)
 Orbit diameter 12.2 11.0–20.3 (13.7) 13.0–16.9 (15.1)
 Postorbital length 61.5 48.8–61.1 (58.1) 56.1–60.6 (58.3)
 Suborbital width 10.1 5.7–10.8 (9.5) 9.2–9.4 (9.4)
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の差異はわずかであり，比較標本を用いた検討から（Table 

1），前者 2項目は個体変異，眼窩径は成長に伴う変化であ

ると判断した．なお，Knapp (1999)も P. indicusを記載し

ているが，彼が示した記載と分布域から，本種のほかに

マゴチ，ヨシノゴチ，Platycephalus cultellatus Richardson, 

1846，Platyephalus angustus Staindachner, 1866， お よ び

Platycephalus australis Imamura, 2015の 5種も含まれてい

る可能性が極めて高いと判断される．したがって，Knapp 

(1999)の P. indicusの記載と本種に対する検索表は本種の

同定には用いるべきではない．

分布　本種は南アフリカからモザンビーク，紅海，ア
ラビア海，インド，ミャンマー，日本，台湾，中国，ベト

ナム，フィリピン，タイ，マレーシア，およびインドネ

シアから記録されている（Imamura, 2011, 2013, 2015, 2017, 

2018；Chen et al., 2017, 2020）．国内では奄美群島（奄美

大島），沖縄諸島（沖縄島・久米島），および八重山諸島

（石垣島・西表島）から記録されていたが（前田・立原，

2006；吉郷，2014；松沼，2018, 2019；Nakae et al., 2018；

Akita and Tachihara, 2019；本研究：比較標本の項目を参照），

本研究によって新たに大隅諸島の種子島からも本種が記録

された．種子島産の標本はこれまでに知られていた分布の

北限を奄美大島から約 200 km更新する記録となった．な

お，種子島には同属のマゴチも分布しており，分布の南限

となっているため（中坊・甲斐，2013；鏑木，2016），種

子島はマゴチと P. indicusが唯一同所的に生息する場所で

あることが確認された．

標準和名の検討　Platycephalus indicusは従来和名コチ

（ヨシノゴチとマゴチの混合種群）の学名として適用され

ていたが（例えば落合，1984），現在 P. indicusは第 1背鰭

前部の小棘条が 1本であることと尾鰭に１個の黄色斑をも

つことにより，第 1背鰭前部の小棘条が 2本で，尾鰭に黄

色斑をもたないヨシノゴチとマゴチとは別種であるとさ

れている（前田・立原，2006；Chen et al., 2020；本研究）．

そのため，和名コチは P. indicusに対する標準和名として

適切でない．吉野（1999）は尾鰭に黄色斑をもつコチ属魚

類（全長 50 cm）の写真とともに和名ミナミマゴチを付記

した．しかし，和名ミナミマゴチには「新称」が付記され

ておらず，また普及啓発を主目的とした出版物（図鑑ポス

ター）で書かれたため［これらは日本魚類学会標準和名検

討委員会（2020）で新標準和名の適切な公表要件から外れ

る］，同和名が吉野（1999）によって標準和名として新た

に提唱されたものであるのか不明であった．標準和名は原

則として「日本産魚類検索　全種の同定　第二版」を起点

とすることが提案されているが（日本魚類学会標準和名

検討委員会，2020），同文献におけるコチ科（中坊，2000）

および同文献の第三版（コチ科は中坊・甲斐，2013）では P. 

indicusもミナミマゴチも掲載されなかった．前田・立原

（2006）や鳥居ほか（2011）は沖縄島から P. indicusを報告

したが，和名は使用せず「コチ属の 1種」として記録した．

和名ミナミマゴチと学名 P. indicusを併記した最初の報告

は吉郷（2014）であり，「種小名の扱いは前田・立原（2006），

標準和名は吉野（1999）に準拠した」という但し書きから，

ミナミマゴチが初めて標準和名として扱われたとみなすこ

とができる．なお，清水・渡辺（1997）はマゴチの記述の

中で日本魚類学会年会の講演要旨（坂下・吉野，1992）を

引用し，「P. indicusはミナミマゴチに相当する」と記した．

太田ほか（2017）も沖縄島沿岸域における漁業重要種とし

て「ミナミマゴチ P. indicus」をリストした．三浦（2012）

は知念市場の魚図鑑の中で学名を伴わず和名ミナミマゴ

チとして本種の写真を掲載した．しかし，その後も Akita 

and Tachihara (2019)や Hara and Sunobe (2021)，松沼（2018, 

2019）は和名を使用せず，松沼（2018, 2019）は奄美大島

から得られた尾鰭に黄色斑があるコチ属の 1標本を「コチ

属の一種」として報告した．

本種の和名や学名に関する上記の文献の多くが未公表

扱いの年会講演要旨（坂下・吉野，1992）と一般向けの図

鑑ポスター（吉野，1999）に基づく，琉球列島産陸水性魚

類の文献目録（吉郷，2014）や魚類相，漁業種のリスト

（太田ほか，2017など）であり，P. indicusの標本や記載に

基づく報告ではないために，和名ミナミマゴチの位置づけ

が曖昧になっていると考えられる．ただし，尾鰭に黄色斑

があるコチ属の一種，学名 P. indicus，および吉野（1999）

の和名ミナミマゴチは同一種を指しており，これら三者の

関係に混乱は認められないため，本研究でも本種の標準和

名にはミナミマゴチを適用するのが適切であると判断し

た．しかし，上記のようにミナミマゴチを標準和名として

採用しない報告も多いことから，本研究では種子島産の標

本に基づき，P. indicusと同定される種に対し改めて標準

和名ミナミマゴチを提唱する．新標準和名は坂下・吉野

（1992）の和名ミナミマゴチに由来し，種子島産の 1標本

（KAUM–I. 146172）に基づく．

比較標本　ミナミマゴチ Platycephalus indicus，15標本

（体長 31.5–569.8 mm）：KAUM–I. 1602，体長 102.6 mm，

鹿児島県大島郡奄美市笠利町手花部，奄美大島，水深 0.3 

m，1991年 8月 12日，投網；KAUM–I. 16733，体長 122.3 

mm，マレーシアトレンガヌ州セティウ，水深 1 m，2008

年 10 月 28 日；KAUM–I. 22969， 体 長 240.7 mm， タ イ

王国チャチューンサオ県バーンパコン川河口；KAUM–I. 

35936，体長 296.6 mm，琉球列島；KAUM–I. 53983，体長

181.5 mm，沖縄県名護市，沖縄島，水深 1 m，2013年 1月

13日，手網，桜井　雄；KAUM–I. 57034，体長 312.3 mm，

タイ王国ラヨーン沖，水深 10 m；KAUM–I. 79333，体長

405.8 mm，鹿児島県大島郡奄美市，奄美大島，2015年 7

月 24日，畑　晴陵；KAUM–I. 83549，体長 392.7 mm，琉
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球列島南部，2015年 12月 23日，桜井　雄；KAUM–I. 

83963，体長 331.5 mm，KAUM–I. 83964，体長 392.4 mm，

沖縄県名護市城名護港沖，沖縄島，2016年 2月 22日，刺

網，畑　晴陵・小林大純；KAUM–I. 86735，体長 569.8 

mm，2015 年 12 月 25 日，KAUM–I. 126565， 体 長 446.2 

mm，2018年 12月 14日，鹿児島県大島郡奄美市，奄美大島，

前川隆則；KAUM–I. 134281，体長 374.8 mm，沖縄県八重

山郡竹富町仲間川，西表島，水深 1 m，2019年 10月 30日，

釣り，中村潤平；KAUM–I. 144627，体長 31.5 mm，鹿児

島県大島郡龍郷町龍郷湾，奄美大島，水深 0.3 m，2020年

7月 22日，タモ網，赤池貴大；KAUM–I. 154184，体長

447.9 mm，沖縄県石垣市名蔵，石垣島，水深 0.3 m，2021

年 3月 18日，タモ網，古𣘺龍星・是枝伶旺・赤池貴大．
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